
【報告事項２】自家用有償旅客運送の導入に係る検討プロセスについて

○五家荘地域においては、タクシーチケット割引補助金による移動手段確保の支援を実施しているが、今後、自家用有償運送（白ナンバー車両）によ
る移動手段確保を検討することも考えられる。

○国土交通省が示す「地域公共交通会議の設置及び運営に関するガイドライン」（平成３０年３月３０日付）における検討プロセスを基に各交通事業
者に地域ニーズに対応した交通手段の提供について提案や対応の可否を投げかけたうえで、交通事業者では対応できないと判断したときに自
家用有償旅客運送の導入について具体的な検討や当会議での協議を行うこととしたい。

※『自家用有償旅客運送ハンドブック』国土交通省自動車局旅客課（令和元年１２月改定）を基に事務局で作成
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■交通空白地域の具体的な移動ニーズを調査（ヒアリング等）

調査結果を基に交通事業者に対して地域の移動ニーズに対応した交通（乗合タクシー等）の導入について提案を求める

具体的な提案あり

提案内容について協議
※地域の移動ニーズへの対応の
可否という観点を中心に協議

合意 合意に至らず

交通事業者による
地域交通の確保

具体的な提案なし

自家用有償旅客運送の導入について検討

交通事業者への運行委託について検討

委託可能 委託困難

市町村による地域交通の確保
（交通事業者への運行委託）

市町村による地域交通の確保
（交通事業者以外への運行委託含む）

NPO等による地域交通の確保

【最長２ヶ月程度】

【最長４ヶ月程度】

令和３年６月頃の
当会議開催時を予定

会議開催時等に
全委員に状況を報告

当会議の協議事項として
協議


